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「i 震度」アプリについて
　ノイズ低減手法を適用し、震度０～７を表示
することが可能なiOSアプリ「i震度」が2013年
11月にリリースされました。
　アプリをインストールした端末を振るとその
揺れに応じて画面の色が変わり、計測震度相
当値、加速度、周期等が表示されます（図５）。
このため、ハザードマップを読み解く際に震度
に対して実感を持って理解することができ、防
災教育等に活用することができます。
　また、端末を建物内に固定することで地震時
に発表される震度情報とその場所の震度相当値
を比較することが可能になり、地盤や建物によ
り変わる震度に対してより理解を深めることが
できます。
　さらに、地震時に端末の設置場所にいなくて
も室内被害状況を撮影しクラウド経由で共有す
ることができるので、被害状況の迅速な把握が
可能になります。
図４　ノイズ低減手法適用前後の波形比較
図３　ノイズ低減手法の流れ図
図５　地震時の「i 震度」画面イメージ
　アプリのダウンロード方法や機能の詳細につ
いては製造元である白山工業株式会社のホー
ムページをご参照ください。（URL http://www.
hakusan.co.jp/yure/ishindo/）
＊「i 震度」は防災科研と白山工業
株式会社の共同研究「計測震度演
算のためのノイズ低減手法の開
発」の成果を利用して震度の概算値を表示する
アプリです。揺れの大きさは震源からの距離や
地盤・建物・端末設置環境等により変わります。
そのため、表示される震度は気象庁発表の震度
情報と一致しない場合があります。
